
清
水
文
雄
先
生
著
書
・
論
文
等
目
録

年
月
(
冒
)
　
　
題

mil

昭
和
四
年

十
一
月
　
子
規
に
於
け
る
和
歌
革
新
の
第
二
段

曙

昭
和
七
年

十
一
月
　
和
泉
式
部
呉
の
歌
と
和
泉
式
部
日
記

昭
和
八
年
九
月
　
和
泉
式
部
正
集
の
形
態
に
関
す
る
研
究

昭
和
九
年
六
月
　
能
因
の
輿
州
行
脚

六
月
　
新
資
料
熊
田
法
師
賃
の
研
究

十
一
月
　
和
泉
式
部
正
集
の
成
立

望
謎
　
発
行
所

∴
:
:
)
　
、

丈
　
　
t
r
-
.
?
.
%
&
店

抑
肇
欄
春
陽
望

文
　
　
5
-
7
-
:
*
'
H
j
H
捕

:

'

-

 

'

i

'

i

'

蝣

'

-

蝣

・

蝣

蝣

'

-

-

八
月
　
国
文
学
試
論
　
批
評
鰐
　
第
二
位

(
池
田
勉
・
蓬
田
蔓
明
・
栗
山
理
一
と
共
同
執
筆
)

∴
　
　
　
　
　
蝣
-
r
r
.
t
∵
∵
-
.
 
'
/
-
>

篇
　
鴨
山
考
補
註
篇
」
　
(
書
評
)

昭
和
十
二
年

四
月
　
原
典
批
評
の
可
能
性

七
月
　
遺
綱
の
母

十
月
　
物
語
性
の
深
化

画
S
3
5
!
醐

(
二
ノ
二
)

¥Ẑ
A

国
文
学
試

請
(
E
)

国
文
学
致

(
三
ノ
こ

(
一
ノ
一
)
　
劾
郡
部

国
文
学
致

広
島
文
理

大
国
語
国

十
　
i
:
 
'
蝣
,
.
:
.
.
・
;
工
　
　
　
　
.
:
・
.
一

春
陽
望

昭
和
十
年

十
二
月
　
和
泉
式
部
日
記
考

昭
和
十
一
年

-
.
r
-
「
　
∴

昭
和
十
三
年

二
月
　
宣
長
の
物
語
論
に
関
聯
し
て

‥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∴
・
!
,
,
,
'
-
～

を
中
心
と
し
て

七
月
　
対
払
z
z
x
z

-

:

'

-

-

:

　

:

・

'

-

'

蝣

.

i

*

∵

‥

-

r

-

I

r

-

.

I

I

.

-

-

‥

蝣

-

.

.

1

八
月
　
土
佐
日
記
序
軍

九
月
　
垣
内
教
授
「
基
本
吾
桑
学
」

(f>訂)

古
典
研
究

国
文
学
試

読
(
五
)

i
a
a
s
a
附

創
刊
号

文
芸
文
化

創
刊
号

z
m
x
闇

汁
蝣
:
-
y
m
化

苛
f
-
T
J
.
.
-
'

E
L
v
*

広
島
文
頭

大
国
語
国

文
」
-
・
'
;

j
P
S
S
t
^

窄
陽
望

t
.
'
c
山
文
理

大
臣
語
匡

文
学
会

碓
山
間

春
陽
堂

日
本
文
学

の
会
画
E
K
i
f
f
i

-
-
>
*
;
i

日
本
T
/
!
>
,
十

の
会
6
本
r
'
=
'
7

の
会

1(;



十
月
　
雪
鳥
遣
格
「
修
蔓
寺
日
記
」

c
e
評
)

十
一
月
　
計
本
的
発
想
-
中
河
与
一

「
天
の
夕
扱
」
　
(
容
評
)

昭
和
十
四
年

一
月
　
H
i
朝
発
想
の
鞄
鐙
　
-
　
曾
繭
好
忠

Mr論

二
月
　
相
聞

三
月
　
み
や
び
(
風
流
論
討
究
　
第
五
稿
)

四
月
　
岡
山
顕
著
「
短
歌
鑑
賞
論
」
(
習
評
)

六
月
　
古
今
&
:
q
J
Q
w

八
月
　
「
か
け
ろ
ふ
の
日
記
」
に
つ
い
て
1

作
>
5
J
辰
,
 
4
1
f
ォ
へ

十
月
'
&
'
」
」
日
記
二
)

十
月
　
等
F
i
的
力
法
1
「
1
-
c
川
'
蝣
v
i
i
-
ア
試

十
二
月
　
憧
鴨
の
姿
勢
1
更
級
日
記
(
二
)

昭
和
十
五
年

一
月
　
二
つ
の
心
1
更
級
日
記
(
≡
)

三
月
　
作
t
-
0
-
時
-
1
5
/
i
i
i
t
n
記
(
E
J

七
月
　
女
流
t
I
I
記
(
文
芸
文
化
叢
書
)

文
芸
文
化

t
a
r
駅
L
m

m

【
日
本
軍
蝣
C
,

の**¥
:
p
i
文
党

文
叶
一
h
-
h
人
化

文:'t¥文化

I
3
8
S
崩
朋

丈
ニ
t
t
人
化

文
*
1
'
¥
文
化

文
叶
・
l
'
¥
文
化

*
<
・
サ
ー
!
?
へ
化

国
語
と
国

am:
文
芸
文
化

文
芸
文
化

文
芸
文
化

日
本
文
学

ウY¥
日
本
文
学

学
の
会

日
本
文
学

の・'<,'!
日
本
文
学

の
会
日
本
文
学

の
会
日
本
文
学

の
虫

竜
s
u
s
s

の:-A
:ir文J--<

日
本
文
学

の
会

日
本
V
v
r

の
全
日
本
文
学

rv,t
子
文
撃
居

十
二
月
　
公
任
粗
集
覚
書

昭
和
十
六
年

一
月
　
能
因
法
師
伝
(
そ
の
一
)

四
月
　
能
因
法
師
伝
(
そ
の
二
)

四
月
　
保
`
々
君
の
こ
と

七
月
　
和
泉
式
部
日
記
(
岩
波
文
庫
)

昭
和
十
七
年

.
日
日
　
*
i
-
J
-
j
-
-
.
.
;
'
∵
-
・
"
.
・
蝣
'
*
蝣
蝣
'
.
.
 
'
>

一
月
　
和
泉
式
部
日
記
の
作
者
に
つ
い
て

二
月
　
式
子
内
報
王
(
一
)

文
責
化
鎧
文
学

文
M
S
文
化

文
芸
文
化

あ
り
し
日

の
画
彩

文
≠
r
i
文
化

1
2
3
-
i
日
間

‥

　

　

　

7

・

-

㌧

　

　

　

、

.

i

r

ュ

-

r

"

-

_

:

J

三
月
　
式
子
内
双
三
(
二
)

三
月
　
民
の
心

四
月
　
式
子
内
報
王
(
≡
)

五
月
　
式
子
O
T
r
K
 
C
四
)

七
月
　
武
子
内
親
王
(
五
)

八
月
　
祝
詞
に
か
へ
て
1
伊
東
静
雄
氏
へ

文
芸
文
化

文
芸
文
化

文
芸
文
化

文1-'f文化

文
r
h
文
化

文
芸
文
化

覇

」

S

3

g

S

の・!¥

i
i
7
日
S
2
H
K

o-st
保
々
隆
一

郎
追
悼
会

2
|
?
汚
E
l
店

春
陽
望

jil臼[SIM

の
会
a
a
s
f
i
:

のvt
春
陽
望

日
本
文
学

の
会
日
本
文
学

の
′
"
f
¥

日本文; "'->

〇'A
日
本
文
子

1̂-1宗'<・-

日
本
文
学

m
¥
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九
月
　
言
霊
の
し
ら
べ

九
月
　
詩
人
の
声

十
二
月
　
「
十
二
月
八
目
」
以
後

十
二
月
　
桜
島

昭
和
十
八
年
.

一
月
　
衣
通
姫
の
流
(
二

一
月
　
大
君
の
辺
に
こ
そ
死
な
め

二
月
　
衣
通
姫
の
流
(
二
)

三
月
　
衣
通
姫
の
流
(
≡
)

E
I
月
　
衣
　
絹
豆
蝣
?
:
(
E
H

五
月
　
中
古
女
流
作
家
論

五
月
　
衣
通
姫
の
流
(
五
)

五
月
　
神
遊
び

六
月
　
衣
通
姫
の
流
(
六
)

七
月
　
衣
通
姫
の
流
(
也
)

八
月
　
歴
史

九
月
　
山
頂
に
日
の
大
神
を
迎
ふ

文
什
r
,
-
v
化

文
芸
文
化

輔
仁
会
雑
誌

(i-:<o

w
?
-
w
化

文
芸
文
化

文
芸
文
化

文
芸
文
化

S
3
E
S
廼
耶

文
-
r
v
r
化

日
本
文
学
論

大
系
(
五
)

文
芸
文
化

文
>
:
W
化

文
仰
蝣
蝣
S
(
化

文!-;:-v化

文
芸
文
化

V
^
v
化

日
本
文
学

rA¥
日本十j'- 't

tVl.:
・
羊
s
:
i
r
悶

仁.'蝣-
薗
玩
¥
w
,
¥

∩"・.it

画
¥
V
F
J
冠

の
会

薗
¥
s
w
,
¥

の
会
日
本
文
学

の*-¥¥
日
+
n
<
下

の
会
日
本
文
学

r./:'
雄
山
間

画
臼
I
S
i
l
i

の
会
日
本
V
x
r

n
j
.
ハ

日
本
文
学

の
会

画

3

3

ァ

f

i

i

の
会
日
本
文
学

の
会

日
蝣
f
r
-
^
i
l
-

の
<
h

十
二
月
　
衣
通
姫
の
流
(
八
)

昭
和
十
九
年

一
月
　
衣
通
姫
の
流
(
九
)

二
月
　
衣
通
姫
の
流
二
〇
)

二

月

一

人

一
二
月
　
衣
通
姫
の
流
(
二
)

文
叶
蝣
¥
f
文
化

文
芸
文
化

文
n
;
文
化

・文:蝣*%文化

文
f
t
f
.
化

四
月
　
然
れ
ど
も
言
草
ぞ
害
が
す
る
　
　
　
　
読
召
人

六
月
　
陵
に
か
へ
て

八
月
　
薫
油
脂
j
i
l
t
(
一
二
)

十
一
月
　
神
の
遺

昭
和
二
十
年

二
月
,
万
古

三
月
　
柁
r
r
n

昭
和
二
十
二
年

十
月
　
歌
論
(
一
)

;

"

・

'

蝣

;

蝣

'

.

;

i

.

 

'

-

蝣

・

・

,

.

 

-

・

-

.

)

文
芸
文
化

終
刊
号

国
文
学
露
語

文'": ',付記

多
　
　
国

日
本
文
学

の*-'¥
日
本
文
学

の
会
日
本
文
学

の
会

画
s
a
s
s
i

の
会
蘭
己
¥
W
A

の
v
n
東

京

翌

日
本
放
送

山
脈
E
i
-
W

日
本
文
学

り*-1¥
青
泣
社

文
1
-
1
'
什
柑

社多
匹
短
歌

負

- 1ト; -

昭
和
二
十
三
年

八
月
　
「
-
ル
ケ
雑
記
」
　
(
雪
評
)

九
月
　
「
や
ま
か
叫
こ
と
「
新
月
」
　
(
書
評
)

を
だ
ま
き
　
　
を
だ
ま
き

(
二
六
の
九
)
　
社

文
学
探
究
　
い
つ
く
し

創
刊
号
　
　
文
庫

文
学
探
究
　
い
つ
く
し

(
一
ノ
二
)
　
文
1
-
巨



十
月
　
生
死
の
間
匙

十
一
月
　
正
岡
子
親

十
一
月
一
日
　
は
じ
め
に
1
日
本
文
学
へ
の
遺
寧
E

十
二
月
　
日
本
文
学
　
風
土
と
構
成
1
久
松
浴

i
#
」
-
;
へ
　
<
・
;
蝣
:
:
汁
)

十
二
月
一
日
　
国
し
ぬ
び
歌
1
日
本
文
学
へ
の
遺

(二)

昭
和
二
十
四
年

一
月
　
和
歌
世
界

V
v
-
柁
蝣
;
y

(
一
ノ
三
)

[i]二丈(　　　「　1

zr. ^n
--.l El

'nil

信 二:::

文
学
探
究

(
一
ノ
'
r
n
J

国
語
通
信

U
)

オ
ペ
十
i
^
J

(
二
ノ
一
)

1
-
.
-
.
'
.
,
-
.
蝣
-
・
∵
　
　
∵
'
'
・
∴
　
<
・
蝣
蝣
>
-
,
:
・
:
㍉

∴
∴
　
　
こ
、
　
　
I
-
.
)
　
㍉

三
月
　
和
歌
世
界
の
構
造
序
説

五
月
五
目
　
東
宮
さ
ま
を
お
準
え
し
て
1
誕
生
日

の
こ
と
な
ど

文
学
挟
究

(
二
ノ
二

・
三
)

い
つ
-
し

¥
s
s

い
つ
-
L

Vvn

いい_TjI;-"'--

鋼
笥
行

い
つ
く
し

文
庫
J- '-1}N'jr-

・
・
'
・
・
1
 
・
・
・
-
'
I
・

い
つ
く
し

文
庄
i
S
」
?
,
>
蒸
目

撃
刊
行

広
島
教
育

図
書
刊
行

会い
つ
く
し

文
柾

(国
=こ.or*

ロり

三J i-il
s-'/"-

会KC;
雷鳥
刊1K
行育

十
二
月
　
中
学
作
文

二
二
)

E
r
>
1
,

t
-
r
v

昭
和
二
十
五
年

EJGdコ

距欝・
iEtてぢ';yこ

馬満と
と街ば
蝣iaBS

編他生
HOfi闇

勉(

wm
山二

W
7
㌫
桔

一
蝣
-
;
;
-
-
'
.
J
'
J
-
蝣
・
-
-
'
-
蝣
.
-
蝣
'

.
・
(
'
)
I
(
,
 
'
'
-
I
.

<
ォ

二
月
　
世
代
の
谷
間

二
月
五
日
　
新
し
い
詩
の
か
ど
で
1
名
作
鑑
宜

一

一

-

.

・
二
十
日

五
月
　
「
有
心
」
に
つ
い
て

七
月
　
二
十
才
の
エ
チ
r
:
l
ド

昭
和
二
十
六
年

三
月
二
日
　
最
大
の
贈
物

六
月
　
蓮
田
蔓
明
の
こ
と

六
月
　
文
学
的
感
想

七
月
　
は
る
と
が
る
文

七
月
　
叫
'
・
a
V
i
-
川
は
i
山

昭
和
二
十
七
年

一
月
　
業
平
的
と
芭
蕉
的

二
月
　
青
春
の
混
沌
に
つ
い
て
-

巣
立
ち
ゆ
-
若
き
友
へ

六
月
　
歌
に
浸
か
れ
た
青
春

当
商

は
た
ち

創
刊
号

国
語
通
信

(
三
一
・

三
二
)

祖
　
　
国

は
　
た
　
ち

H
I
K

中
田
新
聞

日
本
談
義

青
　
　
炎

y
s
3
人
'
'
/
-
*

東
雲
新
聞

ト;読
fT;J}

刊ノ
*蝣蝣1

L
L
:
て
;
蝣
-
ォ

二
〇
)

復
刊
号

は
た
ち
(EH

広
大
東
雲

分
i
i
i
-
H

蝣'II文t'1.;部

広
島
教
育

図
書
刊
行

会祖
国
社

-
'
蝣
?
可
a

;

　

蝣

　

'

・

　

:

:

・

'

中
国
新
聞

衣日
本
試
'
」

衣育夫-. '"-. 'I

y
r
r
a

分
校
新
聞

部広
大
付
属

図
容
館
東

I
I
分
館
;

Z*-'7文理

大
国
語
呂

文
学
会

i_T大T--c*

. 1;'[・::I. :I.I;i・:

- 19-

ト;読
*f'

≡ノ

、ー1

雲図広
旨iWSS

館館付
ォ脱



t"t言I *.　- in i

霊蝣ss
ik '3し'1°、j-二

武藤木の闘
将L:i・->
・-s'Iこと街-(料
共・・一同
編池二・・
一田・ニこ
S蝣})≡.i
・年=ば
語:毒宣

子蝣蝣Hi一活

Ⅶ
隅
r
-
S
S

i
サ
ー
八
.
1
蝣
*
-
,
 
*

七
月
　
「
わ
か
た
け
」
の
ご
と
く

E
?
?
-
二
十
へ

七
月
　
挽
歌

十
月
'
・
-
t
'
;
p
.
-
 
'
J
」
　
H
i

汁
蝣
,
!
-
・

昭
和
二
十
九
年

二
月
　
五
木
の
子
守
唄
(
随
想
)

五
月
　
断
絶
と
架
橋
-
「
桃
の
会
」
に
寄
す

か詩
た環
SB
」わ

小多愛
学郡媛
枝EiH
野喜

祖
国
　
伊

東
掛
碓
追

悼
号

は
　
た
　
ち

(五)

中
国
新
聞

読
書
ノ
ー

ト

　

V

f

i

)

桃
創
刊
号

祖

国

社

広
大
可
I
T
i

分
校
国
語

画
W
M

中
田
新
聞

社i
'
V
付
捕

Er-eSrV

雲
分
館

七
月
　
Y
氏
へ
の
手
紙
-
つ
「
詩
の
憂
愁
」
　
は
た
ち

と
い
-
こ
と
に
ふ
れ
て

七
月
　
孤
島
の
若
草
-
　
「
潮
騒
」
の
作
者

一
一
一
島
由
紀
夫
へ

十
一
月
　
読
解
力
吾
同
め
る
に
は
ー
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(
一
九
二
九
)
　
二
十
六
歳

∴

∵

　

い

、

　

　

　

　

一

　

二

t

 

i

・

;

-

・

陣
」
「
新
人
」
な
ど
に
寄
稿
L
t
ま
た
そ
れ
ら
の
編
雲
に
も
携
わ
る
。
卒
業

論
文
は
「
正
岡
子
琴
に
お
け
る
和
歌
革
新
の
第
二
段
閏
」
　
(
指
導
教
官
'
芳

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

∵

　

'

;

i

 

r

ハ

学
O
以
後
・
鈴
木
敏
也
・
東
条
操
・
土
井
忠
生
諸
先
生
の
教
導
を
受
け
る
o

同
　
五
年
(
一
九
三
〇
)
　
二
十
七
歳

十
二
月
三
十
日
へ
父
を
琴
っ
。
享
年
六
十
七
歳
。

同
_
六
年
(
一
九
一
三
)
　
二
十
八
歳

広
島
弼
苅
隊
に
幹
部
候
補
生
と
し
て
在
官
中
の
校
田
武
夫
氏
に
よ
っ
て
池
田

包
鑑
先
生
に
近
づ
-
機
会
が
恵
ま
れ
る
o
池
田
先
生
か
ら
は
主
と
し
て
文
献

学
的
研
究
の
対
象
や
方
法
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
へ
さ
ら
に
そ
れ
を
機
縁
と

・

'

l

'
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I

も
交
誼
を
結
ぶ
に
W
.
る
O

同
　
七
年
二
九
三
三
　
二
十
九
歳

・

'

.

'

'

l
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'

y
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言

　

‥

.

一

等
学
校
(
七
年
制
)
尋
常
科
教
諭
と
し
て
恕
任
o
居
を
璽
兄
府
北
多
摩
郡
千

∴
　
　
　
　
∵
　
　
　
　
∴
　
　
　
・
"
I
-
.
.
・
　
　
∴
=
.

十
五
日
、
い
わ
ゆ
る
五
二
五
事
件
勃
発
。
九
月
,
東
条
先
生
学
習
院
教
授

と
な
ら
れ
'
一
家
を
挙
げ
て
上
京
さ
れ
る
の
を
迎
え
る
。

同
　
八
年
(
一
九
三
三
〕
　
三
十
一
歳

r
.
'
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-
-
i
i
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∴
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・
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‥
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:
'
S
'
<
"
.
*
-
'

長
の
退
任
問
題
が
、
学
園
挙
げ
て
の
騒
動
に
発
展
し
、
教
師
と
し
て
の
立
場

一

∴
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・
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・
・
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∵
1
'
-
-
 
'
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、

月
、
池
田
勉
・
蓬
田
章
明
・
栗
山
理
一
と
共
に
同
人
研
究
幻
壷
「
国
文
学
試

論
」
第
一
韓
を
苛
陽
堂
よ
り
刊
行
へ
　
以
後
十
三
年
六
月
刊
の
第
五
紐
に
及

ぶ
O
試
論
発
行
に
際
し
て
は
,
当
時
、
市
陽
望
在
勤
中
の
高
拒
武
馬
氏
の
好

悪
に
よ
る
所
大
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
同
氏
と
の
交
遊
は
じ
ま
る
。
十
一

月
高
等
科
教
授
と
な
る
。

同
　
九
年
二
九
三
四
)
　
三
十
一
歳

四
月
,
下
祖
師
ケ
谷
に
転
居
。
七
月
三
十
日
へ
二
女
あ
さ
生
ま
れ
る
o
十
二

月
・
r
国
文
学
試
論
批
評
謂
」
第
一
転
を
春
陽
翌
よ
り
発
行
'
同
人
の
共
同
執

筆
で
、
業
績
検
討
「
岡
崎
売
恵
氏
の
歩
み
に
つ
い
て
」
そ
の
他
を
載
せ
る
。

同
　
十
一
年
(
一
九
三
六
)
一
二
十
三
歳

二
月
二
十
六
日
へ
　
い
わ
ゆ
る
二
・
二
六
等
件
勃
発
。
三
月
三
日
、
三
女
は
る

生
ま
れ
る
〇
四
月
へ
欧
米
旅
行
に
出
発
さ
れ
る
芳
醇
先
生
を
璽
坑
駅
頭
に
送

る
。
八
月
'
「
国
文
学
試
論
批
評
軍
l
　
第
二
短
発
行
、
同
人
の
共
同
執
笠

で
'
業
析
検
討
「
芳
棺
描
梯
先
生
に
持
ぐ
」
そ
の
他
を
載
せ
る
O
同
月
へ
池

田
・
謹
田
・
栗
山
と
高
野
山
へ
迅
眼
光
院
)
に
試
り
'
芳
拡
描
衛
編
・
屋
野

.
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'

同
人
伊
東
静
雄
氏
と
相
野
Q
o
そ
の
後
同
氏
を
介
し
て
、
同
じ
く
コ
ギ
-
同
人
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仁
保
田
与
立
郎
・
田
中
克
己
・
中
島
染
次
郎
そ
b
l
他
の
諸
氏
に
も
接
近
す
る

C
-
'
i
'
1
蝣
H
-
-
'
:
J
-
る
O

同
十
二
年
二
九
三
七
)
三
十
四
歳

七
月
七
日
'
芦
清
桔
事
件
を
契
機
と
し
て
目
安
等
変
勃
発
。
八
月
'
昨
年
に

一
∴
.
、
:
.
∴
-
-
.
蝣
'
!
'
∴
・
・
.
∵
・
-
.
蝣
'
.
.
.
'
'
.
蝣
・

賃
を
分
担
す
る
。

同
十
三
年
二
九
三
八
)
三
十
五
歳

三
月
三
十
一
日
、
成
城
高
校
退
職
。
四
月
一
日
へ
学
習
院
講
師
嘱
托
.
恩
師

i
・
:
∴
∵
.
.
‥
.
'
_
,
;
'
V

た
O
中
等
科
二
年
に
平
岡
公
戒
(
後
の
三
島
由
紀
夫
)
少
年
が
在
学
し
て
い

た
。
こ
の
月
へ
蓬
田
へ
台
中
商
業
学
校
よ
り
成
城
高
等
学
校
へ
転
任
.
・
七

月
へ
上
記
同
人
四
人
で
「
日
本
文
学
の
会
」
を
浩
成
し
'
月
刊
雑
誌
「
文
芸

文
化
」
創
刊
。
雑
誌
創
刊
に
つ
い
て
は
へ
垣
内
校
三
・
西
尾
災
・
芳
藤
清
街

・
久
校
潜
一
諸
先
生
よ
り
貴
重
な
助
言
を
い
た
だ
-
。
同
月
二
十
八
日
よ
り

三
十
1
日
ま
で
の
四
日
間
'
高
野
山
に
お
い
て
「
日
本
文
学
の
会
」
主
催
で

‥
ニ
-
*
/
・
・
"
'
'
'
.
'
'
・
-
'
-
'
:
J

生
へ
京
都
か
ら
滞
豊
宗
先
生
を
招
-
O
八
月
一
日
'
学
封
院
教
授
と
な
る
.

十
月
へ
同
人
の
予
備
歩
兵
少
尉
迂
田
巻
明
応
召
へ
郷
里
態
本
の
歩
兵
堕
二
十

四
聯
隊
に
入
る
。

同
十
四
年
(
一
九
三
九
)
三
十
六
歳

L
'
-
"
'
∵
:
、
∵
.
、
十

月
'
野
村
院
長
外
説
大
臣
と
し
て
転
出
の
た
め
へ
同
じ
-
海
軍
大
将
山
梨
勝

之
進
氏
新
た
に
学
討
院
長
と
な
る
o

同
十
五
年
二
九
四
〇
)
一
二
十
七
歳

'
-
.
-
-
-
蝣
-
1
-
-
蝣
-
∴
主
,
.
-
'
、

れ
'
盟
島
-
求
目
白
町
一
丁
目
一
〇
五
七
の
官
舎
に
転
居
。
同
月
,
池
田
,
大

阪
府
立
今
宮
中
学
校
よ
り
法
政
大
学
予
科
へ
転
任
。
十
二
月
,
蓮
田
帰
還
、

郷
里
で
所
労
を
挙
っ
O
こ
の
年
、
斎
藤
先
生
国
立
北
京
師
乾
大
学
教
授
と
な

ら
れ
る
O
ま
た
こ
の
頃
へ
板
画
家
棟
方
志
功
氏
と
相
識
る
。

同
　
十
六
年
二
九
四
一
)
　
三
十
八
歳

二
月
1
日
へ
二
男
仲
二
郎
空
晶
る
o
こ
の
月
へ
近
田
,
上
京
帰
任
。
十
二

月
八
u
t
大
t
*
耶
-
-
 
-
f
¥
牛
舎
㌔

閉
　
十
七
年
二
九
四
≡
　
三
十
九
歳

五
月
へ
斎
陥
先
生
京
城
帝
国
大
学
へ
転
任
〇
八
月
,
栗
山
,
大
阪
府
立
堺
中

学
校
よ
。
典
正
工
業
大
学
へ
塑
凪
)
へ
転
任
。
以
後
,
同
人
四
名
揃
っ
て
在

京
'
禁
芸
文
芸
文
化
」
を
中
心
と
す
る
編
v
s
お
よ
び
執
繁
に
和
琴
享
カ

を
致
す
。
ま
た
こ
の
頃
'
同
人
逼
れ
立
っ
て
し
ば
し
ば
佐
鮎
春
夫
先
生
の
門

を
た
た
-
0

同
　
十
八
年
(
一
九
四
三
)
　
四
十
一
歳

三
月
十
日
'
三
男
邦
夫
隻
晶
る
o
十
月
へ
近
田
再
髭
の
・
応
召
,
予
傭
陸
軍

中
尉
と
し
て
熊
本
の
部
隊
に
入
り
へ
間
も
な
く
南
方
戦
税
に
赴
く
0
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栗
山
の
好
意
に
よ
り
へ
そ
の
宅
(
世
田
谷
区
大
蔵
警
八
七
=
瑛
在
の
砧

・

・

蝣
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蝣

」

号
を
も
っ
C
「
文
芸
文
化
」
終
刊
O
十
月
へ
新
宿
区
下
落
合
一
丁
旦
ニ
〇

六
、
学
習
院
昭
和
寮
に
転
居
へ
自
炊
生
沼
に
入
る
o
今
年
後
半
に
入
り
,
戟

局
い
よ
い
よ
苛
烈
と
な
り
'
学
徒
動
員
に
よ
り
教
え
子
相
次
い
で
出
陣
す
る

か
∴
U
<
?
-

同
　
二
十
年
二
九
四
五
)
　
四
十
二
歳

三
月
'
特
称
の
年
製
よ
う
や
-
但
し
さ
を
加
え
て
き
た
の
で
・
学
習
院
中
高
等

・> ->



科
も
疎
開
に
踏
み
望
Q
o
同
壁
二
名
と
と
も
に
へ
中
等
科
一
年
生
的
八
十
名

を
引
率
し
て
栃
木
県
日
光
町
に
疎
開
,
金
谷
ホ
テ
ル
別
館
を
借
り
て
四
月
か

ら
望
㌘
h
J
始
め
る
o
初
等
科
は
す
で
に
同
ホ
テ
ル
本
館
で
授
業
を
行
な
っ
て

お
り
,
東
宮
殿
下
・
萄
富
殿
下
も
御
用
邸
か
ら
通
学
さ
れ
て
い
た
〇
四
月
十

一
音
夜
,
帝
都
の
大
坪
皐
に
よ
り
,
学
習
院
も
木
造
建
築
の
大
半
を
焼
失
。

五
月
十
五
日
、
鎚
を
喪
-
o
享
年
六
十
七
歳
。
八
月
六
日
、
敵
の
投
下
し
た

新
型
爆
弾
(
後
日
原
子
爆
弾
と
判
明
)
に
よ
る
広
島
全
滅
の
朝
に
、
家
族
の

上
が
案
じ
ら
れ
る
。
同
月
十
五
日
正
午
'
金
谷
ホ
テ
ル
前
匠
で
、
学
生
全
員

と
共
に
終
戦
の
詔
書
の
放
送
を
聴
く
0
斎
藤
先
生
は
折
柄
休
暇
帰
京
中
で
あ

っ
た
。
十
月
、
日
光
学
安
閉
鎖
帰
京
。
十
一
月
・
静
岡
県
沼
津
市
桃
郷
学
習
院

源
泳
場
に
改
め
て
沼
洋
学
寮
開
設
'
日
光
に
引
き
続
き
中
等
科
一
年
生
の

た
め
催
軽
業
を
行
な
う
。
十
二
月
九
日
、
恩
師
鈴
木
放
也
先
生
逝
去
。

同
　
二
十
一
年
(
一
九
四
六
)
　
四
十
三
歳

二
月
,
沼
津
学
寮
閉
鎖
帰
京
.
四
月
へ
東
京
都
北
多
犀
郡
小
金
井
町
(
曇
t
l
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蝣

工

一

井
校
が
発
足
し
,
そ
こ
の
専
任
と
な
る
。
今
春
初
等
科
抑
卒
業
の
吾
□
臣
下

を
迎
え
て
,
と
り
あ
え
ず
中
等
科
一
'
二
年
の
た
め
に
開
か
れ
た
学
堕
し
あ

‥

%

"

-

-

.

∵

　

　

∴

　

　

　

　

　

　

　

∵

蓮
田
夫
人
敏
子
氏
よ
り
尭
信
、
「
昭
和
二
十
年
八
月
十
九
日
ニ
ー
半
島
ジ

n
ホ
ー
ル
・
ハ
ル
に
て
蓬
田
中
尉
自
決
」
の
公
報
あ
り
し
旨
を
告
げ
る
O
七
月

′

十
九
日
,
四
男
明
雄
生
ま
れ
る
。
九
月
五
日
へ
小
金
井
町
是
政
二
三
五
九
の

官
舎
に
移
る
O
同
月
二
十
九
日
へ
学
習
院
小
金
井
較
寄
宿
舎
(
光
雲
寅
)
開

設
,
そ
の
舎
監
を
命
せ
ら
れ
る
。
東
宮
殿
下
も
一
寮
生
と
し
て
'
特
別
の
場

合
を
除
き
,
毎
日
放
課
後
就
寝
時
ま
で
、
一
般
寮
生
と
生
r
=
を
共
に
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
O
十
月
五
日
、
山
梨
氏
学
習
慌
長
子
出
き
、
安
倍
能
成
氏

新
た
に
そ
の
職
に
就
く
O
十
月
十
日
,
信
州
疎
開
中
の
佐
砧
警
ハ
先
等
ぢ

来
信
。
蓮
田
亡
き
後
の
同
人
三
名
を
灘
刷
す
る
詩
を
い
た
だ
孟
崩
す
ス
L
.

同
月
二
十
九
日
,
東
宮
殿
下
の
家
庭
教
師
と
し
て
ア
メ
-
カ
よ
り
誓
岩
れ

た
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
女
史
,
軒
等
科
一
年
の
授
業
の
一
部
を
も
担
当
す
る
こ
と

と
な
り
,
は
じ
め
て
来
校
,
全
学
生
に
紹
介
さ
れ
る
o
そ
の
直
後
、
持
柄
胃

∴
・
・
.
∴
.
・
・
仁
一
・
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∴
-
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'
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・
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て
,
故
蓮
田
蔓
明
追
悼
会
を
催
す
。
会
者
は
,
桜
井
忠
温
・
中
河
与
一
・
阿

∴
　
　
言
　
　
　
　
-
・
・
h
∴
一
主
・
∴
-
 
-
.
 
'
i
*
'
-
-
∵

を
加
え
て
へ
訂
八
名
。

同
　
二
十
二
年
(
一
九
四
七
)
　
四
十
四
歳

三
月
三
十
盲
,
学
習
院
が
民
間
経
営
と
な
り
,
改
め
て
私
立
学
習
院
教
授

l
Z
望
,
J
ら
れ
る
。
敗
戦
に
よ
る
周
囲
の
状
況
の
急
変
に
伴
う
精
神
の
不
安
に

軍
手
,
郷
里
の
山
河
の
問
に
身
を
お
い
て
し
ば
ら
-
安
息
の
時
を
持
ち
た

い
、
と
い
う
切
な
る
欲
求
か
ら
,
四
月
三
十
日
、
意
を
決
し
て
学
習
院
を
退

・
き
t
U
1
.
宗
法
還
す
そ
し
と
に
す
る
。
帰
郷
の
心
の
な
か
に
は
'
原
子
爆
弾

∵

・

1

.

-

　

∴

　

　

　

　

　

　

　

　

　

∴
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*
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-

・

う
¥
>
あ
る
o
 
t
苗
二
十
五
日
,
広
島
師
範
学
校
長
辻
幸
一
二
郎
先
生
(
高
師
時

代
害
鳥
)
g
石
に
よ
。
・
同
校
講
師
を
嘱
托
せ
ら
れ
'
つ
い
で
六
月
十

・
*
"
'
-
"
'
*
'
,
.
∴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∵
　
　
'

葦
説
話
<
h
警
固
例
会
を
開
く
。
こ
の
会
は
,
斎
藤
・
土
井
両
先
生
を
顧
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∵

て
発
足
し
た
も
の
。

同
　
二
十
三
年
二
九
四
八
)
　
四
十
五
歳

一
月
,
広
島
県
豊
田
郡
忠
海
町
(
現
在
の
竹
原
市
忠
海
町
)
勝
運
寺
井
上
兼

光
老
師
会
ト
の
撃
史
n
"
-
1
は
じ
め
て
参
ず
る
。
八
月
'
日
本
文
学
談
話
会
の

w



誓
書
1
4
1
'
*
「
文
学
琵
完
」
を
い
つ
く
し
文
圧
よ
り
創
刊
O
十
月
一
日
'
広
島

∵
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「

.

‥

信
」
　
(
毎
月
二
回
刊
行
)
が
発
刊
さ
れ
る
に
腰
し
、
校
永
信
二
美
川
淳
そ

の
他
の
諸
氏
と
そ
の
編
集
に
携
わ
る
。

同
　
二
十
四
年
(
一
九
四
九
)
　
四
十
六
歳

五
月
一
日
へ
　
広
島
教
育
図
書
刊
行
会
よ
り
t
.
「
国
語
通
信
」
の
姉
妹
雑
記

「
こ
く
ご
通
信
」
　
(
小
等
生
坂
、
毎
月
二
回
刊
行
)
発
刊
へ
そ
の
編
集
に

あ
ず
か
る
。
八
月
三
十
一
E
n
へ
　
学
制
改
革
に
伴
い
'
広
島
大
学
教
授
兼

広
島
大
学
広
島
師
範
学
校
教
授
に
補
せ
ら
れ
'
東
雲
分
校
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ

K
K

同
　
二
十
八
年
(
一
九
五
三
)
　
五
十
歳

三
月
十
二
日
'
伊
東
静
雄
氏
逝
去
。
六
月
'
斎
藤
先
生
都
立
大
学
教
授
に
転

任
。

同
　
二
十
九
年
(
一
九
五
四
)
　
五
十
一
歳

十
一
月
、
伊
東
静
雄
詩
碑
が
そ
の
郷
里
長
崎
県
諌
早
市
に
建
て
ら
れ
る
O
碑

銘
は
「
手
に
ふ
る
る
野
花
は
そ
れ
を
摘
み
　
花
と
み
づ
か
ら
を
さ
さ
へ
つ
つ

歩
み
を
運
べ
」
　
(
詩
貨
「
頁
花
」
よ
り
二
三
好
迂
浩
氏
の
笠
に
な
る
。

同
　
三
十
年
二
九
五
五
)
　
五
十
二
歳

I
.
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'
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'
,
'
'
∵
　
　
　
　
　
　
∴
　
　
∵
∵

女
子
短
期
大
学
国
文
料
率
菜
O

同
　
三
十
一
年
二
九
五
六
年
)
　
五
十
三
歳

四
月
一
日
、
教
I
f
'
1
"
学
部
勤
野
蒜
ぜ
ら
れ
る
。
同
月
へ
広
島
市
軍
†
田
町
一

〇
三
九
に
転
居
。
十
二
月
十
九
日
へ
池
田
崇
買
生
逝
去
O
こ
の
年
,
教
室

関
係
の
学
生
に
自
殺
者
が
あ
ら
わ
れ
、
毎
度
に
心
空
,
n
篭

同
　
三
十
二
年
(
一
九
五
七
年
)
　
五
十
四
歳

十
二
月
十
五
日
、
父
亡
き
後
一
家
の
相
談
相
手
で
あ
っ
た
叔
父
山
広
民
五
郎

死
去
∵
‥
l
J.
年
七
十
七
歳
O

同
三
十
三
年
二
九
五
八
)
五
十
五
歳

二
月
へ
至
芸
を
辻
景
虎
に
捺
す
O
三
月
四
日
,
三
禿
大
学
教
授
山
本
修
氏

交
(
曇
芸
に
よ
り
急
導
学
習
院
の
旧
同
僚
で
,
戦
中
戦
後
に
か
け
て
撃
,
7

s
交
の
も
っ
た
!
へ
。

同
三
十
H
W
-
(
一
九
五
九
)
五
十
六
歳
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い
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サ
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∵
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賢
E
r
"
ご
1
^
¥
㌔

同
三
十
三
二
一
九
六
〇
)
五
十
七
歳

丸
山
窯
へ
か
や
ど
J
,
な
り
へ
隈
本
県
植
木
町
田
原
坂
公
園
に
蓮
田
蔓
明
文
芋

川
岩
i
l
k
l
宰
)
、
十
月
十
九
5
に
は
・
そ
の
除
幕
式
が
行
な
わ
れ
、
栗
山
と
共

1
サ
'
)
'
.
∴
'
.
>
'
J

ら
え
な
-
に
」
(
軍
一
f
v
J
.
'
R
己
絹
の
道
相
談
賃
「
お
ら
び
う
た
」
よ
り
)
,

‥
∵
'
・
-
蝣
・
蝣
'
.
'
l
'
'
i
-
・
蝣
.
・
;
蝣
.
.
.
立

沢
に
成
人
し
'
設
子
手
へ
一
点
右
'
誓
「
Q
t
.
字
義
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
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同
三
十
七
年
(
一
九
六
≡
五
十
九
歳

・
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小
へ
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同
三
十
八
年
二
九
六
三
)
六
十
歳

六
月
六
日
へ
還
暦
を
迎
え
る
。
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